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〇 説明内容

1. 専門（専修）学校の特徴

1-1 種類

2. 入試について

2-1 学校推薦型選抜 2-2 AO入試（総合型選抜）

2-3 一般選抜 2-4 まとめ

3. 専門学校進学に向けて今日から始める事



1.  専門（専修）学校の特徴

・特定の職業について、専門知識・技能をつける学校

・企業からのニーズに応じた実践的な教育が行われる

・卒業後は即戦力として就労することが期待される

・就職に直結する資格が習得できる。

・大卒以上を条件とする求人には応募できない。

・途中で進路を変更するのが難しい。

・大学よりも就学期間が短く忙しい。



1）医療系専門学校 ･･･ ① 看護師、臨床検査技師、理学療法士 など

② ３年制が多い

＜入学試験＞
① 入試形態はＡＯ入試、学校推薦型選抜、一般選抜がある

② 入試内容は書類審査（志望理由書）、学科試験、作文、面接など

2）他分野専門学校 ･･･ ① 調理、理美容、情報処理、資格・公務員 など

② ２年制が多い

＜入学試験＞

① 入試形態のメインはＡＯ入試である

② 入試内容は書類審査、面接など

1-1  種類



3）大学校・職業訓練校

･･･ ① 就職に向けた能力を養うための学校

※ 学生支援機構の奨学金が利用できない。

② 年数、授業日数は学校によって様々である。

例 防衛大学校、農業大学校（巻）、ポリテクカレッジ新潟（新発田）

③ 学費が安い

テクノスクール（新潟、三条 等）、他 認定職業訓練校 多数

＜入学試験＞

① 入試形態は学校推薦型選抜、一般選抜がある

② 入試内容は書類選考、小論文、適性検査、面接など



2.  入試について

2-1  学校推薦型選抜（指定校） 『進路のしおり』P.24、P.25

＜受験の流れ＞

① 高校内にて申し込み、審査、承認される。

② 校長からの推薦者として高校から出願する。

③ 書類選考、面接、（作文）などで合否が決まる。

※ 申し込みをしたら進路変更は絶対にできない。



2-2  AO入試（総合型選抜）

＜受験の流れ＞

① オープンキャンパスに参加してAOエントリーの資格を得る。

② AOエントリーへ出願し、面接を受けて合格することで、
AO入試の受験資格が得られる。

③ 書類選考、面接、（作文）などで合否が決まる。

※ 入試にしたら進路変更は絶対にできない。
※エントリーの機会は複数回ある。



2-3  一般選抜

一般選抜で受験する生徒はほぼいない。



例 新潟コンピュータ専門学校

AO入試 学校推薦型選抜

選抜方法 書類審査のみ 書類審査のみ

出願資格 AO認定書がある人 評定平均3.0以上、３年間欠席15日以内

出願書類 願書、AO認定証、他 願書、指定校推薦書、他

定員 Ⅰ期：１２０名 Ⅱ期：３０名 高等学校にした人数

受付期間
Ⅰ期：9月15日～10月26日
Ⅱ期：10月27日～定員充足まで

9月15日～1月25日まで

特典

入学選考料２万円免除
入学金半額３．５万円免除
面接試験免除
特待生入試の受験資格の付与

入学選考料２万円免除
入学金７万円免除
初年度授業料から５万円免除
面接試験免除



2-4  まとめ

① AO入試が学校推薦型選抜より早期に始まる。

② 基本的にはAO入試をメインで考える。

③ 学校推薦型選抜により金銭的メリットがある場合には、AO入試と
合わせての出願を考える。

④ AO、学校推薦の合わせ出願で特典が付く場合もある。



３．専門学校進学に向けて今日から始める事

明確に職種を定めた上で進学する。そうしないと時間とお金の無駄になる。

そのために・・・

① 学校の授業、生活をしっかり行い多様な知識を付ける。

② 自身の適正や興味、関心と志望する学校とのマッチングを確認する。

③ 作文練習をする。（志望理由書等のため）

④ 新聞等から現代社会の動きを把握する。

⑤ 医療系希望は高い学力を付ける必要がある。


